
 

 1 / 2 

 

| 1 

 

(新書) 医療安全に対する私の考え 
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(趣旨) 

 

1999 年 1 月に横浜市立大学の“患者取り違え事故”、2月に都立広尾病院での“消毒薬の静注事故”、7

月に杏林大学の“割りばし事故”と相次いで発生した死亡医療事故がいずれも刑事事件に発展したこと

で、社会的に大きな注目を浴びました。1999 年を日本における「医療安全元年」と呼ばれることがありま

す。 

 

日本ではこれを契機に医療の安全のための様々な活動が勃興しました。本書は、この時期にあって様々

な分野で全く斬新な活動を提案・実施してきた日本の第一人者の方々に、その活動を振り返っていただ

き、皆さんに伝えたい思いを取りまとめたものです。 

 

夜空に燦然とちりばめられた巨星のような先生方が激動期を駆け抜けた際の深く熱い思い、それらを踏

まえた上での日本の医療安全活動に対する期待と要望を取りまとめました。 
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